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Ｅ－ ０１ 電 気設 備工 事特記 仕様 書（１） －
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保木本設計 保木本 啓一管理建築士有限会社
一級建築士登録 第１３９２８７号

鳥取県知事登録第８８３号

一級建築士事務所
ＰＲＯＪＥＣＴ ＮＯ

－建築改修工事仕様書１ Ａ－０２

・　引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　処理方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　）

・　再生資源化を図るもの

（２）　特記事項は・印のついたものを適用する。

・印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

・印と※印のついた場合は共に適用する。

２．特記仕様

（１）　項目は番号に○印のついたものを適用する。

（６）　材料及び製造所等の記載は順不同である。

１．共通仕様

章 項　　目 特　　記　　事　　項

（４）　Ｇ印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリーン購入法」という。）の特定調達品目を示す。

　細図」という）

（１）　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築改修工事標準仕様書

（３）　項目に記載［　　］の内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（　　）の内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

建　築　改　修　工　事　仕　様　書

Ⅰ．工　事　概　要

　　１．工　事　場　所

　　３．地　域　地　区　　都市計画地域（・内　・外）　市街化調整区域（・内　・外）

　　４．建　物　概　要

Ⅱ．建築改修工事仕様

用途地域（　　　　　　　）　防火地域（　　　　　　　　）

※　建築工事標準詳細図（平成２８年版）　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（以下「標準詳

（３）　電気及び機械設備工事を本工事に含む場合、電気及び機械設備工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

　（建築工事編）平成３１年版」（以下、「改修標準仕様書」という。）による。ただし、改修標準

年版」（以下、「標準仕様書」という。）による。

仕様書に規定されている項目以外は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成３１

ダウンロード可能）による。

（５）　関係法令（条例を含む）の改正等にり、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その対応等につい

て、監督職員と協議を行うものとする。

判断の基準は「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和２年２月７日変更閣議決定）」（環境省のホームページから

・　建築物解体工事標準仕様書（平成３１年版）　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

 工事の施工に伴い必要な官公署、その他への手続き、検査並びにその費用は、本工事請負者の負担とする｡

［１．１．３］

電気保安技術者

［１．３．３］

 担当技術者の職務を補佐し、当該工事の工事期間中自家用電気工作物の保安の業務を行うものとする。

 る｡

 建築工事安全施工技術指針及び建設公衆災害防止対策要綱を参考に、工事安全計画書を監督職員に提出す

［１．３．７］

等（報告書等）を用意する。

（２）　請負者は、建築基準法に基づく完了検査（中間検査含む）の検査には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料

工事安全計画書

発生材の処理等

官公庁その他への手続

適用基準等

・コンクリート塊　　・アスファルトコンクリート塊　　・建設発生木材

・　ＰＣＢ含有シーリング材の調査・処理

・第一次判定

　現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する。

　　採取箇所　　　※図示

　　採取箇所数　　計　　箇所

・第二次判定

　専門分析機関にてＰＣＢ含有量の分析を行う。

　　分析個数　　　計　　箇所

・除去処理工事

　除去範囲　　　　※図示

・　せっこうボードの処理

・石綿含有せっこうボード　　　改修特記仕様書第９章による

・ひ素・カドミニウム含有せっこうボード

　・製造業者に回収委託

　・埋立処分（管理型最終処分場）

・　石綿含有、ひ素・カドミウム含有以外のせっこうボード

・再資源化（再資源化施設）　　　　・最終処分（管理型最終処分場）

　　　処分施設の名称・所在地（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　処分施設の名称・所在地（　　　　　　　　　　　　　　　）

６

　１

　２

　３

　４

　５

環境への配慮

［１．４．１］

化学物質を放散させる建築材料等

１）本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する品質及び性能を有すると共に、次の

  ①から④を満たすものとする。

　① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

　　その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上げ塗材は、

　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

　　「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　トアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

　　建築材料以外の材料

　① 建築基準法施行令第２０条の第７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散

　②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　② 接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　③ 接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない

　④ ①の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムアルデヒド、アセ

２）ホルムアルデヒド放散量の区分において、規制対象外とは次の①又は②に該当する材料を指す。
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※　工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編（平成３０年版）　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※　建築改修工事監理指針（令和元年版）　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・　建築工事監理指針（令和元年版）　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

［１．３．１２］

番号 名称 工事種別 構造 階数 建築面積（㎡） 延べ面積（㎡）

　① 建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

  ② 建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

 国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律第１００号）に基づく環境物品等の

 調達の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項（資材（材料及び機材を含む）の梱包及び容器

 は、可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃棄時の負担軽減に配慮されていること。）に留意

 する。

材料・機材等の品質及び性能

　　場合は監督員の承諾を受ける。

鋳鉄製ふた

アルミニウム製建具

吸水調整材

軽量シャッター

重量シャッター

自閉式上吊り引戸機構

自動扉機構

クローザ類

錠前類

ステンレス製建具

鋼製軽量建具

鋼製建具

ルーフドレン

屋上緑化システム

乾式保護材

天井点検口

床点検口

エポキシ樹脂

トップライト

グレーチング

床型枠用鋼製デッキプレート

トイレブース

移動間仕切

可動間仕切

現場発泡断熱材

防水剤

無収縮グラウト材

鉄骨柱下無収縮モルタル

ポリマーセメントモルタル

煙突用成形ライニング材

フリーアクセスフロア

オーバーヘッドドア

既製調合モルタル

既製調合目地材

７ 材料の品質等

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能有する

３）ホルムアルデヒド放散量の区分において、第三種とは次の①又は②に該当する材料を指す。

　　ものとする。

２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用する

３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

４）本工事に使用する材料のうち、５）に指定する材料の製造業者等は、次の①～⑥の事項を満たす

　　ものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し）を監督職員に提出して承諾

５）製造業者等に関する資料の提出を定める材料

　　を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

　① 品質及び性能に関する試験データが整備されている｡

  ② 生産施設及び品質の管理が適切に行われている｡

  ③ 安定的な供給が可能である｡

  ④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得している｡

  ⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性がある｡

  ⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられている｡

標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品等の指定工法による８ 特別な材料の工法

施工数量調査９

［１．５．２］ 調査方法　※テストハンマーによる打診及び目視　・図示　　

調査のための破壊部分

の補修

［１．５．３］

技能士

［１．６．２］

補修方法　　※　図示　　・

下表により適用する技能士は、適用する工事作業中、１名以上の者が自ら作業をするとともに、他の技

能者に対して、施工品質の向上を図るための作業指導を行う

（技能士：職業能力開発促進法による一級技能士又は単一等級の資格を有する者）

また、その技能士はその者が技能士であることがわかる名札（下図参考）を常時着用する

工事種目

・　大工工事作業

・　内外装板金作業

・　カーペット系床仕上作業

・　プラスチック系床仕上工事作業

・　鋼製下地工事作業内装仕上施工

建築板金

建築大工内装改修工事

タイル張り

サッシ施工建具改修工事

・　左官作業左官

樹脂接着剤注入施工外壁改修工事

・　ビル用サッシ施工作業

・　タイル張り作業

・　ガラス工事作業ガラス施工

・　樹脂接着剤注入工事作業

・　とび作業

技能検定作業技能検定職種

仮設工事

防水改修工事 防水施工

とび

・　アスファルト防水工事作業

・　ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・　アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・　合成ゴム系シート防水工事作業

・　塩化ビニル系シート防水工事作業

・　セメント系防水工事作業

・　シーリング防水工事作業

・　改質アスファルトシートトーチ工法

　　防水工事作業

・　ＦＲＰ防水工事作業

・　壁装作業

・　左官作業

・　タイル張り作業

・　建築塗装作業塗装

タイル張り

左官

表装

耐震改修工事

塗装改修工事

自動ドア施工

建具製作

ガラス用フィルム施工

・　自動ドア施工作業

・　木製建具加工作業

・　建築フィルム作業

　　　作業を含む）

　　（２級及びプラスチック系仕上げ工事

・　ボード仕上げ工事作業

とび ・　とび作業

鉄筋施工 ・　鉄筋組立作業

型枠施工 ・　型枠工事作業

コンクリート圧送施工 ・　コンクリート圧送工事作業

鉄工 ・　構造物鉄工作業

環境配慮改修工事 ・　建築配管作業

・　溶解ペイントマーカー工事作業

・　加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・　造園工事作業造園

路面表示施工

配管

調査範囲　※外壁（庇、笠木共）　・屋根　　・図示

　外壁調査は、外壁改修フローに対応する外壁面のひび割れ、浮き、欠損部、内部まで貫通したひび割れ

　及び雨漏りの有無についての位置及び数量（幅、長さ、面積）の調査を行う

　屋根調査は、防水面のひび割れ、浮き、欠損部、目地欠損部及び雨漏りの有無についての位置及び数量

　（幅、長さ、面積）の調査を行う。

　また、その報告書は、調査結果を立面図等に記載し集計表を添えて監督職員に２部提出する（必要に応

　じて写真等を添付する。）
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［１．４．２］

10

11

１）測定対象室のホルムアルデヒド、スチレン、トルエン、キシレン、エチルベンゼンの室内濃度を測定

　《技能士名札参考図》

□　技　能　士

名札の発行元

技能士本人の住所

技能士の級の別

技能士の種別

技能士の職種により色を変えることも可

　　鳥取市

　　○型

　　○○工務店

　　○山○夫

　　１級

　　建築大工

発行　　　○○○○○○○○会

自　宅

勤務先

血液型

氏　名

級　別

職　種

　・　電子データ又はネガの提出［完成写真］　　　　（　・　要　・　不要）

１部

　・ 四ﾂ切　　箇所

　　し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督職員に報告する。

　　測定対象室（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・パラジクロロベンゼンを追加して分析を行う

①３０分間換気

測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉を含む）を開放し、３０

②５時間閉鎖

①の後、測定対象室すべての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、造り付け家具、押し入れ等の収納

③測定

ロ　測定時間は、原則として２４時間とする。ただし、工程等の都合により、２４時間測定が行えな

い場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の場合は、午後２時～３時が測定時間帯の中央

④分析

⑤その他

２）パッシブ型採取機器を用いて測定を行う場合には、次の要領で測定及び分析を行う。

分間換気する。

部分の扉は開放したままとする。

イ　②の状態のままで測定する。

となるよう、１０時３０分～１８時３０分までの時間帯で測定する。

ハ　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする。

測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し、濃度を分析する。

監督職員から測定方法に関する注意事項等の指示を受ける。

下記のものを監督職員に提出する。

区　　分 分類・規格 撮影箇所 部数

　各工種の工程毎　カラーサービス判　※　工事記録写真

２部

２部

　カラーサービス判　※　完成写真

　・　 　カラーキャビネ判 　部

　部

　・　パネル 　カラー ２部

　・　内部　　箇所

　・　外部　　箇所

　・　内部　　箇所

　・　半切　　箇所

　・　全紙　　箇所

　・　外部　　箇所

備考

下記のものを監督職員に提出する

※　原図Ａ１版又はＡ２版（設計図の第２原図訂正不可）　　　　　１　部

※　ＣＡＤデータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　式

※　原図の大型コピー（白焼）の２つ折製本　　　　　　　　　　　２　部

※　縮小版２つ折製本（Ａ４版）　　　　　　                    ２　部

・　複写　縮小版Ａ３バラ焼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

完成図の種類及び内容（改修前後の状態が分かるように整備する）

・　案内図・配置図　：　配置図には外構整備、屋外給排水系統図含む

・　改修概要図　：　改修概要、部位等を表示する

・　平面図　：　室名、耐震壁（防火壁）、避難施設等を表示する

・　立面図　：　外壁仕上、補修範囲等を表示する

・　断面図　：　階高、天井高等を表示する

・　仕上表　：　屋外、屋内（各階）の仕上表を表示する

・　構造図　：　杭、構造躯体等を表示する

・　原図ケース・製本図面の背表紙に「施設コード・部局名称」ラベルを貼付ける

提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

・・※

・ ※ ※

・・※

・

・

※

・

・

※

※ ・ ・

・・※

※ ・ ・

※※・

・・※

※ ・ ・

・※・

・※・

・※・

・

・・※

機　械電　気建　築

※ ・

　・　電気室、自家発電室などの基礎及びピット（蓋を含む）

　　　ドアクローザ、フロアヒンジ

　・　自動開閉装置を取付ける防火戸の切込み、補強及び

　　　壁の切込加工、下地の補強

　・　埋込型機器取付用の天井

　・　ＯＡフロア・フリーアクセスフロアの切込み及び補強

　　　仮枠及び埋込部分の補強

　・　鉄骨造の開口及び補強

　・　コンクリート壁、床、梁貫通部

　仮枠

　補強

　切込

　補強

　基礎

　アンカーボルト

　屋内・屋外設置

　屋上設備

　補強

　開口

　　　　　　　設備工事との取り合い

※ ※・

　・　照明器具・幹線等の吊りボルト

　・　軽量鉄骨壁のボックス取付用下地

　・　埋込分電盤・端子盤・プルボックスの

　・　テレビアンテナ

　・　天井点検口

　・　機器類のコンクリート基礎

施工図及び施工計画書

［１．８．２］

設備工事との取り合い

完成時の提出図書

完成写真

［１．６．９］

化学物質の濃度測定

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

地表面粗度区分　・　Ⅰ　　・　Ⅱ　　・　Ⅲ　　・　Ⅳ

　ダイヤモンドカッター切り深さ（※３０ｍｍ程度　　・　　　　　）

コンクリート、モルタル等の撤去部分の境目は、原則としてダイヤモンドカッター切りとする。撤去部分

適用区分

・　主な主要資材、機器等のメーカー及び施工者一覧表

・　機器性能試験成績書及び取扱説明書

・　保証書

・　官公署届出書類（保守に必要とするもの）

・　建築物の保守に関する説明書、指導案内書

下記のものをＡ４版ファイルに製本して監督職員に提出する。保全に関する資料

［１．８．３］

・　

１
　

一
般

共
通
事
項

　・　電子データ又はネガの提出［工事記録写真］　　（　・　要　・　不要）

12

13

［１．８．１～３］

14

15

16

18

19

17

写真(30×40)

９０　ｍｍ

５
５

　
ｍ

ｍ

　・　行わない

まちづくり条例

鳥取県福祉の

建設リサイクル法

景観形成条例

建築物省エネ法

火災保険等

環境配慮

工事目的物及び工事材料等工事施工途中の事故に伴う損害を補てんするため火災保険等に加入する。

鳥取県公共事業環境配慮指針　　※　対象工事　　　・　非対象工事　　　　　　　　

（保険の加入期間は、工事完成引き渡しまで（概ね工期＋２１日）とする。）
１
　

一
般

共
通
事
項

足場その他２

２
　
仮

設

工
事

１ 騒音・粉じん等の対策　・防音パネル　　・防音シート

防音パネル、防音シートを取り付ける足場の設置範囲

騒音・粉じん等の対策

４ 仮設間仕切り

［２．３．２］

手すり先行専用方式により行う。

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの別紙１

「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり据置き方式又は（３）

　内部足場　・設置する（※脚立、足場板等　・　　　　　　　）　　・設置しない

　外部足場　・設置する（範囲　※工事に必要な範囲　　・　　　　　　）　　・設置しない

　防護シート　・設置する（範囲　※工事に必要な範囲　　・　　　　　　　）　　・設置しない

　材料、撤去材等の運搬方法　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種　　・　Ｅ種

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター（　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ種：利用可能な階段（　　　　　　　）

３

［２．３．１］

既存部分の養生 養生方法等

 ・既存部分の養生方法　※ビニルシート、合板等による　　・

 ・既存家具、既存設備等の養生方法　※ビニルシート等　　・　

 ・既存ブラインド、カーテン等の養生方法　※ビニルシート等（取外し再取付けを行う）　　・　

　　　　　　　　　　　　　　 　保管場所　※構内既存施設内　　・　

 ・固定された家具等（備品、机、ロッカー等）の移動　※行う（図示）　　・　

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれがある場合は養生を行う。また、万一損傷を与えた場合は、

受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

仮設間仕切り及び仮設扉の設置個所　※図示　　・　

仮設間仕切りの種別と材質等

　・　Ａ種　　※　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　図示　　　

　Ａ種のグラスウール等の充填材　

　Ａ、Ｂ種の仕上げ材　※石こうボード（GB-R　厚さ9.5mm）　　・合板（普通合板　厚さ9mm）

　Ａ、Ｂ種の片面への塗装等　・行う　　※行わない

　※　行う（ＪＩＳ　Ａ　６３０１グラスウール吸音材２号３２Ｋ 厚５０㎜）

仮設扉の種別　※木製（合板張り程度）　　・　

［２．４．１］

監督職員事務所

８

７

　 令 和 ○ ○ 年 ○ 月 工 事 完 成 予 定

工事用仮設物

構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（　※　有償　　・　無償　）工事用電力

構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（　※　有償　　・　無償　）工事用水

　　監督職員が指示するものとする。

２．お願い表示板は平易な表現及び内容とし、

１．書体は角ゴシックとする。

記入要領

表示板

イメージアップ

工事現場の

　 地 色 　 白

　 地 色 　 白

　 事 業 協 力 の お 願 い

　 現 在 の 進 捗 率 ○ ○ ％

　 事 業 の 目 的

１
，

６
０

０

１ ， ２ ０ ０

御通行中の皆様へ

　 地 色

　 地 色 　 白

建　築　工　事　中

９ ０ ０

１
，

２
０

０

３
　

防
水
改
修

工
事

構内既存の施設　　・　利用できない　　・　利用できる

５

６

９

１０

  現場に設置する備品等は、現場説明書の施工条件明示事項による。

・　既存建物内の一部を使用する（場所　　　　　　　）

・　構内に新設する　規模（　　　　　　㎡）

※　設ける　　　　　㎡程度　　・　設けない

※　工事に必要な範囲　　・　

※　対象工事　　・　非対象工事

※　対象工事　　・　非対象工事

※　対象工事　　・　非対象工事

※　対象工事　　・　非対象工事

　　　　　※　工事表示板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　お願い表示板

20

21

22

23

24

25

［２．２．１］

［２．２．１］

［表２．２．１］

　 マ ン セ ル 記 号
　 ５ Ｙ Ｒ ６ ． ５ ／ １ １

工 事 名 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 新 築 工 事
構 造 ・ 規 模 　 鉄 筋 ｺﾝ ｸ ﾘｰ ﾄ 造  ○ 階 建

　 　 　 　 　 　 延 べ 面 積 ○ ○ ○ ○ ｍ ２

鳥 取 県 ○ ○ 総 合 事 務 所 生 活 環 境 局

　 　 　 　 連 絡 先 　 ○ ○ － ○ ○ ○ ○
　 　 建 築 住 宅 課 　 ○ ○ 班

　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

簡 単 な パ ー ス 、 又 は 立 面図 を 掲 載 す る

( 拡 大 カ ラ ー コ ピ ー を 張 り 付 け て も よ い )

地 色 　 白

地 色
マ ン セ ル 記 号
５ Ｙ Ｒ ６ ． ５ ／ １ １

工 事 期 間 中 は 、 ご 迷 惑 を お か け し ま す が 、

ご 理 解 と ご 協 力 よ ろ し く お 願 い し ま す 。

施 工 者  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建 設
連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ 　 ○ ○ － ○ ○ ○ ○
発 注 者  鳥 取 県
連 絡 先  鳥 取 県 ○ ○ 総 合 事 務 所 生 活 環 境 局

建 築 住 宅 課 　 ○ ○ 班
Ｔ Ｅ Ｌ 　 ○ ○ － ○ ○ ○ ○

シーリング ［表３．１．２］８ シーリング改修工法の種類

・シーリング充てん工法

・シーリング再充てん工法

・拡幅シーリング再充てん工法

・ブリッジ工法

　　エッジング材張り　　　　・適用する　・適用しない

　　ボンドブレーカー張り　　・適用する　・適用しない

シーリング材の種類､施工箇所

シーリング材の種類（記号）

　下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。

接着性試験　　※　簡易接着性試験　　・　引張接着性試験

シーリング材の目地寸法　※改修標準仕様書３.７.３(ａ)(１)～(３)による

施工箇所

［３．７．２、３、７］

設 計 者 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 設 計

監 理 者 　 ○ ○ 生 活 環 境 局 　 建 築 住 宅 課
　 　 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 設 計

施 工 者 　 ○ ○ ○ ○ ○ 建 設
　 連 絡 先 昼 間 　 ○ ○ － ○ ○ ○ ○
　 　 　 　 夜 間 　 ○ ○ － ○ ○ ○ ○

　 現 場 責 任 者 　 ○ ○ 　 ○ ○

工 事 期 間  令 和 ○ 年 ○ 月 か ら
　 　 　 　 　 　  ○ 年 ○ 月 ま で

鳥取県鳥取市桂見　地内

指定なし 指定なし

１ 改修 ３ 10,755.91

・　その他　：（　設計図に倣う　）

基準風速　　Ｖｏ＝　３２　ｍ／ｓ

積雪区分　平成12年5月31日建設省告示第１４５５号　別表（　３３　）

　　２．敷　地　面　積 413,446.06㎡

県民体育館 RC造 一部S造 8,494.28

ヤマタスポーツパーク県民体育館サブアリーナ屋根改修工事

鋼板パネル目地 ＭＳ－２

ikegutikimitosi
メインアリーナ



屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　　・　

防火材料

　・次の箇所を除き防火材料とする（・　　　　　　　）

　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

１ 材料

[７．１．３]

下地調整の種別 ひび割れ部の補修下地面の種別

塗替え 新規

２

鉄鋼面 屋内（EP-G以外） 塗替え ※Ｃ種　・　

屋外 ※Ａ種　・　

新規見え隠れ ※Ｂ種　・　

屋内（EP-G） 塗替え ※Ｃ種　・　

※Ａ種　・　

新規見え隠れ ※Ｂ種　・　

塗　装　面 塗料の種別 工程の種別

亜鉛めっき鋼面 屋内（EP-G以外） 塗替え

屋外

屋内（EP-G） 塗替え

Ａ種

Ａ種

Ａ種

※Ｂ種　・Ａ種

※Ａ種　・　

※Ａ種　・　

※Ａ種　・　

※Ｃ種　・　

※Ａ種　・　

※Ｃ種　・　

※Ｂ種　・Ａ種

※Ｂ種　・Ａ種

Ｃ種

Ｃ種

新規鋼製建具等

新規鋼製建具等

新規見え掛り

新規見え掛り

錆止め塗料塗り

下地調整

塗替え種別がＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

　※塗替え面積の３０％

下地調整

［７．２．１～７］

錆止め塗料塗りの種別

３

※Ｂ種　・　 ※Ａ種　・　

※Ｂ種　・　 ※Ｂ種　・　
（ＳＯＰ）

鉄鋼面 ※Ｂ種　・　 ・Ａ種　※Ｂ種

亜鉛めっき鋼面 ※Ｂ種　・　 ※Ｂ種　・　

（鋼製建具以外）

亜鉛めっき鋼面 ※Ａ種　・　 ※Ｂ種　・　

（鋼製建具）

・クリアラッカー塗り　　　（ＣＬ） 木部 ・Ａ種　※Ｂ種 ・Ａ種　※Ｂ種

・フタル酸樹脂エナメル塗り（ＦＥ） 屋内木部 表７.６.１

鉄鋼面 表７.６.２

亜鉛めっき鋼面 表７.６.３

・アクリル樹脂系水分散系塗料塗り 屋内のｺﾝｸﾘｰﾄ面　
・Ａ種　※Ｂ種 ・Ａ種　※Ｂ種

（ＮＡＤ） ・モルタル面

・耐候性塗料塗り　　　　　（ＤＰ） ・Ａ種　・Ｂ種鉄鋼面

・Ｃ種

塗装の種類

新規

工程

塗替え

塗装面

仕上げ塗料塗り４

屋外木部

屋内木部

　・１級

　・２級

　上塗り等級

亜鉛めっき鋼面 ・Ａ種　・Ｂ種

・Ｃ種

コンクリート面

及び押出成形セメ

ント板面

・Ａ－１種

・Ｂ－１種

・Ｃ－１種

・Ａ－１種

・Ｂ－１種

・Ｃ－１種

・つや有り合成樹脂エマルション 屋内木部 ※Ｂ種　・　

屋内鉄鋼面 ※Ｂ種　・　

屋内亜鉛めっき面 ※Ｂ種　・　

コンクリート面 ※Ｂ種　・　 ・Ａ種　・Ｂ種

モルタル面 ※Ｂ種　・　 ・Ａ種　・Ｂ種

プラスター面 ※Ｂ種　・　 ・Ａ種　・Ｂ種

せっこうボード面 ※Ｂ種　・　 ・Ａ種　・Ｂ種

　ペイント塗り（ＥＰ－Ｇ）

※Ａ種　・　

　・３級

Ａ種

Ａ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

工程

・合成樹脂エマルションペイント塗り ※Ｂ種　・　

（ＥＰ）

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種※Ｂ種　・　

（ＥＰ－Ｔ）

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り

・オイルステイン塗り　　　（ＯＳ）

・Ａ種　※Ｂ種・Ａ種　※Ｂ種・木材保護塗料塗り　　　　（ＷＰ）

・Ａ種　※Ｂ種・Ａ種　※Ｂ種・ウレタン樹脂ワニス塗り　（ＵＣ）

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（コンクリート面、モルタル面、プラスター面、せっこう

ボード面、その他ボード面）の塗替えの場合のしみ止め

　（塗料　・水性　・油性）

　※改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　　・　

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

　※改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

・高日射反射塗料塗り　Ｇ・高日射反射塗料塗り

　下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

塗料その他 塗付け量

（kg/㎡）規格番号 規格名称 種類 等級

塗料塗り JIS K 5675 屋根用高日射

反射率塗料

2種 ・1級　・2級　・3級 塗料製造所の

仕様による

[７．３．２、３]

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具等）

モルタル面、プラスター面

コンクリート面、ＡＬＣパネル面

押出成形セメント板面

コンクリート面（ＤＰ）

せっこうボード面、その他ボード面

(※ＲＢ種　・　　　) (・ＲＡ種　・ＲＢ種)

(※ＲＢ種　・　　　)

(※ＲＢ種　・　　　)

(※ＲＢ種　・　　　)

(※ＲＢ種　・　　　)

(※ＲＢ種　・　　　)

(※ＲＢ種　・　　　)

(・ＲＢ種　・ＲＣ種)

(・ＲＢ種　・ＲＣ種)

(　ＲＡ種　　　　　)

(　ＲＡ種　　　　　)

(・ＲＡ種　・ＲＢ種)

(　ＲＣ種　　　　　)

(　ＲＡ種　　　　　)

(・ＲＡ種　・ＲＢ種)

(　ＲＡ種　・　　　)

(　ＲＡ種　・　　　)

(・行う　・行わない)

(・行う　・行わない)

(・行う　・行わない)

(・行う　・行わない)

［７．４．２～

　７．１４．２]
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保木本設計 保木本 啓一管理建築士有限会社
一級建築士登録 第１３９２８７号

鳥取県知事登録第８８３号

一級建築士事務所
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－建築改修工事仕様書２ Ａ－０３

７
　
塗
装
改
修

工
事

・合成樹脂調合ペイント塗り

　　塗料の種別　※１種　　・２種　

ヤマタスポーツパーク県民体育館サブアリーナ屋根改修工事
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ｻｯｶ-・ﾗｸﾞﾋﾞ-場

観覧場

第２ｺ-ﾄ

第１ｺ-ﾄ

ﾓﾆｭﾒﾝﾄ広場

中央広場

休憩広場

ｹﾞ-ﾄﾎﾞ-ﾙ場

電光掲示板

補助技場

桜の園

芝生広場

野球場

陸上競技場

跳躍広場

おもしろ広場

展望台

親水広場

第４ｺ-ﾄ

第３ｺ-ﾄ

ｺﾐｭﾆﾃｨ-広場

投てき広場

ふれあい広場

県道鳥取鹿野倉吉線

←至る倉吉

至る鳥取→

Ｎ

雨
天
練
習
場

県民体育館

喫茶施設

県民体育館

付近見取図 兼 配置図・工事概要・外部仕上表 1：30000

　付近見取図 兼 配置図　S=1:30000　

屋根 既 存

既 存外壁

既 存

改 修

撤 去

既 存下屋 屋上

磁器 タイル張り / アルミカーテン ウォール 既 存のまま

アス ファルト防 水の 上、軽量 コン クリート コテ押え 既 存の まま

既 存開口 部

既 存軒樋 ス テン レス箱 樋1.5t 既 存の まま

軒先 / 軒裏 フッ素 鋼板パ ネル1.6t

雪止 めアングル 付き

改 修

雪止 めアン グル 受け金物 共撤 去

雪止 めアン グルL-50x50x4(溶融 亜鉛 メッキ) 同 質受 け金物@303共 新設

アル ミカーテン ウォール / アル ミサ ッシ / ス テン レス サッシ / ス チールドア 既存 のまま

鋼板 パネル下 地調 整の 上 DP塗 替え / 鋼 板パネル 目地 シーリン グ打ち 替え

■外部仕上表 ■注記

シームカバ ー新設 カラース テンレス 0.3t ポン チング固 定@300

シームカバ ー 撤 去

・表記 以外 の部 位 及び 建物 内部について は 改修 対象 外とする 。

ヤマタスポーツパーク県民体育館サブアリーナ屋根改修工事

■工事概要
　県民体育館のうち、サブアリーナについて以下の工事を行う。

　１．サブアリーナ屋根改修工事
　　【対象範囲：大屋根 全面・越屋根 全面】

　　（1）ステンレス防水シームカバーの撤去・新設を行う。　
　　（2）雪止め金物の撤去・新設を行う。
　　（3）軒先・幕板・軒天の鋼板パネルの塗装改修を行う。
　　（4）鋼板パネル目地シーリングの撤去・新設を行う。

　２．サブアリーナ避雷設備改修工事
　　【対象範囲：大屋根 全面・越屋根 全面】

　　（1）屋根改修工事に伴う、避雷導体の仮撤去・再取付を行う。

・具体 的な 改 修対 象範 囲は 別図に示 す。

Ａ－０４

カラース テン レス 防水0.4t シーム溶 接工 法（働き幅303mm） 同 質シームカバー ポン チング固 定@600

ikegutikimitosi
メインアリーナ
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　１階平面図（参考図）　S=1:300　
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　屋根伏図　S=1:300　
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屋根伏図 1：300ヤマタスポーツパーク県民体育館サブアリーナ屋根改修工事

メインアリーナ
（改修対象外）

サブアリーナ

　凡例　

あ

い

う

雪止めアングル L-50x50x4(溶融亜鉛メッキ)
同質受け金物@303共新設

雪止めアングル 受け金物@303共撤去

軒先 フッ素鋼板パネル1.6t 存置
目地シーリング 撤去
鋼板パネル 下地調整の上 DP塗り替え
目地シーリング 再充填

既存

改修

既存

改修

既存

改修

シームカバー@303新設 カラーステンレス0.3t(ポンチング固定@300)

【特記事項】

・上記凡例のほか、特記なき部分は存置とする。

改修対象外の範囲を示す

あ ああ

あ

あい い い い

い

い

い

い

い

い

い

い

い

い

い

い

い

い
い

い

い

い

い

う

う

う

う う

う

うう

い

あ

あ

あ
あ

（越屋根）

（大屋根）

Ａ－０７

屋根 カラーステンレス防水0.4t 既存のまま
シームカバー@303（ポンチング固定@600）撤去
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1：300立面図１（北側・東側） Ａ－０８ヤマタスポーツパーク県民体育館サブアリーナ屋根改修工事
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 サブアリーナ 

（改修対象外）

（改修対象外）

　凡例　

あ

い

う

雪止めアングル L-50x50x4(溶融亜鉛メッキ)
同質受け金物@303共新設

雪止めアングル 受け金物@303共撤去

軒先 フッ素鋼板パネル1.6t 存置
目地シーリング 撤去
鋼板パネル 下地調整の上 DP塗り替え
目地シーリング 再充填

既存

改修

既存

改修

既存

改修

シームカバー@303新設 カラーステンレス0.3t(ポンチング固定@300)

【特記事項】

・上記凡例のほか、特記なき部分は存置とする。

既 既存のまま
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改修対象外

改修範囲

改修範囲

改修対象外

屋根 カラーステンレス防水0.4t 既存のまま
シームカバー@303（ポンチング固定@600）撤去
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1：300 Ａ－０９立面図２（南側・西側）ヤマタスポーツパーク県民体育館サブアリーナ屋根改修工事
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 サブアリーナ 

（改修対象外）

（改修対象外）

　凡例　

あ

い

う

雪止めアングル L-50x50x4(溶融亜鉛メッキ)
同質受け金物@303共新設

雪止めアングル 受け金物@303共撤去

軒先 フッ素鋼板パネル1.6t 存置
目地シーリング 撤去
鋼板パネル 下地調整の上 DP塗り替え
目地シーリング 再充填

既存

改修

既存

改修

既存

改修

シームカバー@303新設 カラーステンレス0.3t(ポンチング固定@300)

【特記事項】

・上記凡例のほか、特記なき部分は存置とする。

既 既存のまま

改修範囲

改修対象外
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屋根 カラーステンレス防水0.4t 既存のまま
シームカバー@303（ポンチング固定@600）撤去
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保木本設計 保木本　啓一管理建築士有限会社
一級建築士登録　第１３９２８７号

鳥取県知事登録第８８３号

一級建築士事務所
ＰＲＯＪＥＣＴ　ＮＯ
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　サブアリーナＸ－Ｘ断面図　S=1:150　

ヤマタスポーツパーク県民体育館サブアリーナ屋根改修工事 1：150サブアリーナ 断面図 Ａ－１１

　凡例　

あ

い

う

雪止めアングル L-50x50x4(溶融亜鉛メッキ)
同質受け金物@303共新設

雪止めアングル 受け金物@303共撤去

鋼板パネル 下地調整の上 DP塗り替え
目地シーリング 再充填

既存

改修

既存

改修

既存

改修

シームカバー@303新設 カラーステンレス0.3t(ポンチング固定@300)

【特記事項】

・上記凡例のほか、特記なき部分は存置とする。

軒先・軒裏 フッ素鋼板パネル1.6t 存置
目地シーリング 撤去

 Ｄ－＊＊ 該当する番号の部分詳細図を参照
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　サブアリーナＹ’－Ｙ’断面図　S=1:150　

屋根 カラーステンレス防水0.4t 既存のまま
シームカバー@303（ポンチング固定@600）撤去
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保木本設計 保木本 啓一管理建築士有限会社
一級建築士登録 第１３９２８７号

鳥取県知事登録第８８３号

一級建築士事務所
ＰＲＯＪＥＣＴ ＮＯ

ヤマタスポーツパーク県民体育館サブアリーナ屋根改修工事 サブアリーナ　軒天井伏図 1：200
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　サブアリーナ軒天井伏図（大屋根）　S=1:200　

　サブアリーナ軒天井伏図（越屋根）　S=1:200　

サブアリーナ 建物内部
　　（改修対象外）

サブアリーナ 建物内部
　　（改修対象外）

(四方共通)
フッ素鋼板パネル1.6t 下地調整の上 DP塗り替え
目地シーリング 撤去・再充填

(四方共通)
フッ素鋼板パネル1.6t 下地調整の上 DP塗り替え
目地シーリング 撤去・再充填

Ａ－１２
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カラーステンレス0.3ｔ
（ポンチング固定＠300）

シームカバー部分詳細図　　S＝1：5
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雪止め金物詳細図　　S＝1：5
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　仮設計画平面図（参考図）　S=1:300　 　仮設計画屋根伏図（参考図）　S=1:300　
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1:NS Ｅ－０１電気設備工事特記仕様書(1)

ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＩＮＧ ＮＡＭＥ ＮＯＴＩＴＬＥＤＲＡＷＤＥＳＩＧＮＣＨＥＣＫ

保 木 本 設 計 保木本 啓一管理建築士有 限 会 社
一級建築士登録 第１３９２８７号

鳥取県知事登録第８８３号

一級建築士事務所
ＰＲＯＪＥＣＴ ＮＯ

ヤマタスポーツパーク県民体育館サブアリーナ屋根改修工事

鳥取市桂見

県民体育館 RC造/S造 3F 10,755.91 改修

消防法施行令別表第一の区分

通　

信　

情　

報　

設　

備

建築基準法による
延 べ 面 積 (㎡ )

３　工事種目

火
災
報
知
設
備

１　工事場所

２　建物概要

４　設備概要

　Ⅰ．工 事 概 要

Ⅱ．特 記 仕 様

１　一　般　事　項

２　特　記　事　項

　（拡大カラーコピーを張り付けてもよい）

　施工者 ○○○○○○建設

　発注者 鳥取県
　　　　　連絡先　　ＴＥＬ　○○－○○○○

　事業協力のお願い

　現在の進捗率○○％

　事業の目的

　　　　　連絡先　0857-20-3634

　　現場責任者 ○○ ○○

　　　　　夜間　○○－○○○○

　　連絡先昼間　○○－○○○○

　施工者　○○○○○建設

　　　　 ○○○○○○設計

　設計者 ○○○○○○設計

　　　　　　 延べ面積○○○○m2

　構造・規模 鉄筋コンクリート造 ○階建

　工事名　○○○○○○新築工事

　　ご協力よろしくお願いします。

　　　工事期間中は、ご迷惑をおかけしますが、ご理解と

 地色　白

 地色

 地色　白

 地色　白

 地色

 地色　白

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　監理者 ○○生活環境局建築住宅課

　鳥取県東部建築住宅事務所

　　簡単なパース、又は立面図を掲載する

　　　　　連絡先　　鳥取県東部建築住宅事務所

　　　　　　　ＴＥＬ　0857-20-3634

ﾏﾝｾﾙ記号
5YR6.5/11

ﾏﾝｾﾙ記号
5YR6.5/11

　　　営繕設備担当

　　　　　　　営繕設備担当

電 気 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

　工事期間 令和○年○月から○年○月まで

　令和○○年○月工事完成予定

施工図　　・　原紙　　・　ＣＡＤデータ　　・　ＰＤＦデータ

中 央 監 視 制 御 設 備

雷
保
護
設
備

受

変

電

設

備

電 気 方 式

電

灯

設

備

動
力
設
備

電 気 方 式

特　　　記　　　事　　　項

誘 導 灯

接 地 極

避 雷 導 線

受 雷 部

電 気 方 式

非 常 用 照 明 器 具

項　　　　目

建　物　名　称 構　造 階　数 備　　　考

１

２

３

４

５

（　　　　）項

（　　　　）項

（　　　　）項

（　　　　）項

（　　　　）項

１ ２ ３ ４ ５ 屋外 備　　　　考

特　　　記　　　事　　　項項　　　　目

映 像 ・ 音 響 設 備

情 報 表 示 設 備

工事種目

発

電

設

備

中

央

監

視

構
内
配
電
線
路

構

内

通

信

線

路

テ
レ
ビ
電

波
障
害
防

除
設
備

モジュール

機 器 類

用 途

形 式

蓄 電 池

（本工事における工事種目ごとの概要を示すもので、仕様を規定するものではない。）

電 気 方 式

防 油 堤

風 車

制

御

設

備

番 号

番　号

通　

信　

情　

報　

設　

備

動 力 設 備

電 熱 設 備

雷 保 護 設 備

受 変 電 設 備

発 電 設 備

構 内 交 換 設 備

拡 声 設 備

誘 導 支 援 設 備

テレビ共同受信設備

監 視 カ メ ラ 設 備

駐 車 場 管 制 設 備

防犯・入退室管理設備

火 災 報 知 設 備

構内情報通信網設備

用 途直 流 電 源 装 置

交 流 無 停 電 電 源 装 置

自 家 発 電 装 置

太 陽 光 発 電 装 置

風 力 発 電 装 置

構 内 情 報 通 信 網 設 備

構 内 交 換 設 備

情 報 表 示 設 備

映 像 ・ 音 響 設 備

拡 声 設 備

誘 導 支 援 設 備

監 視 制 御 対 象 設 備

伝 送 方 式

電 気 方 式

外 灯 点 滅 方 式

用 途

施 工 方 法

対 策 方 策

責 任 分 界 点

・ 非常用照明器具電源および受変電設備制御電源共用

・ 建築構造体利用  ・ 引下げ導線

・ 建築構造体利用　 ・ 接地極埋設

・ 突針　 ・ 棟上け導体　 ・ その他金属体（　　　　　　  ）

幹線　・ 三相３線式２００Ｖ　　・ 単相２線式２００Ｖ　　・ 単相３線式１００／２００Ｖ

・ 避難口　　・ 階段通路　　・ 廊下通路　　・ 室内通路

高圧　三相３線式　６．６ｋＶ

分岐　・ 単相２線式（ ・ １００Ｖ　　・ ２００Ｖ ）　 ・ 直流２線式１００Ｖ

分岐　・ 三相３線式２００Ｖ　　・ 単相２線式（ ・ １００Ｖ　　・ ２００Ｖ ）

６

電 灯 設 備

（　　印の付いたものが対象工事種目）

　　の付いたものを適用する。

幹線　・ 単相３線式１００／２００Ｖ　  ・ 直流２線式１００Ｖ

・ 電算機用　　・　

・ 受変電設備制御電源専用　　･ 非常用照明器具電源専用

・ ＨＳ形鉛蓄電池　　・ ＭＳＥ形鉛蓄電池　　・　　　　　　　（　  　Ａｈ）

・ 標仕によるＵＰＳ　　・ 簡易形ＵＰＳ

三相３線式　・ ６．６ｋＶ　　・ ２１０Ｖ

形　式　 ・ キュ―ビクル形　　・ 簡易形　　・ オ－プン形

発電機（　　　ｋＶＡ以上）　　　原動機　　・ ディーゼル　　・ ガスタービン

・ 機器　　・ 配管のみ 　・ 配管及び配線

・ 交換機　　・ 局線中継台　　・ 電話機　　・ ボタン電話装置　　・ 配管のみ　　・ 配管及び配線

・ マルチサイン装置　　・ 出退表示装置　　・ 時刻表示装置

・ 増幅器　　・ スピーカー　　・ プロジェクタ　　・ スクリーン　　・ その他（　　　　　　　　　 ）

用　途　　・ 一般放送　　・ 非常放送　　・ 個別放送

・ 音声誘導装置　　・ 身体障害者用インターホン装置　　・ トイレ等呼出し装置

・ 動力設備　 ・ 受変電設備　 ・ 自家発電設備　 ・ 防災設備　 ・ 照明制御　 ・ 給排水設備　 ・ 空調設備

・ アナログ方式　　・ デジタル方式

三相３線式（ ・ ６．６ｋＶ　　・ ２００Ｖ ）

・ 単相３線式１００／２００Ｖ　　・ 単相２線式（ ・ １００Ｖ　　・ ２００Ｖ ）

・ 地中埋設式　　・ 架空線式

・ 手動　　・ 自動（ ・ タイマー　　・ 自動点滅器　　・ 中央監視 ）

・ 電話用　　・ 時計拡声用　　・ 火災報知用　　・ インターホン用　　・ 情報通信網用　　・ ＣＡＴＶ

・ 地中埋設式　　・ 架空線式

・ 都市形ＣＡＴＶへの加入　　・ 共同受信方式（ ・ 共同アンテナ　　・ 館内用アンテナ用 ）

・ 各戸の保安器一次側　　・　

低圧  ・ 三相３線式２００Ｖ 　・ 単相３線式１００／２００Ｖ　・ 単相２線式（ ・１００Ｖ　・　２００Ｖ ）

機 材 等

一

般

共

通

事

項

電 力 貯 蔵 設 備

契 約 電 力

 ・ 屋外形設 備 方 式

機 器 類

・ 限流ヒューズ　　・ ＶＣＢ主遮断器　

・ 屋内形

・ キュービクル式配電盤（ ・ＰＦ形  ・ＣＢ－１形　・ＣＢ－２形 ）

・ 高圧スイッチギア、変圧器盤（ＣＢ－３形）

変圧器　三相　　　　ｋＶＡ、単相　　　　ｋＶＡ　　・ 油入　　・ モ－ルド　　　

電

力

貯

蔵

設

備　（ＵＰＳ）

改修工事　既存設備　・ 　　　　ｋＷ

契約電力５００ｋＷ以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を行う。３

４

５

電 気 工 事 士

工 事 安 全 計 画 書 等

発 生 材 の 処 理 等

一

般

共

通

事

項

　　引渡しを要するもの以外は、構外搬出適切処理とする。

建設工事公衆災害防止対策要綱及び建築工事安全施工技術指針を参考に工事安全計画書を作成し監督職員に提出する。

項　　　　目 特　　　記　　　事　　　項

１

工事現場におく電気保安技術者は、鳥取県総務部営繕工事自家用電気工作物保安規程第５条に定める工事担当技術者２

官 公 署 そ の 他 へ の 手 続

電 気 保 安 技 術 者

工事の施工に伴い必要な官公署その他への手続き、検査並びにその費用は、請負者の負担とする。

の職務を補佐し、当該工事の工事期間中自家用電気工作物の保安の業務を行うものとする。

なお、電気保安技術者の資格は標準仕様書第１編第１章第３節１．３．２によるものとし、一般用電気工作物に係る

工事についても、自家用電気工作物の場合と同様の業務を行うものとする。

本エ事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等以上の品質及び性能を有するものとする。

７

10

８

９

機 材 の 品 質 ・ 性 能 証 明

施 工 図 等

完 成 写 真 等

完 成 図 等

また、製造者等が定められている機材については、Ⅲ．機材によるほかこれらと同等以上のものとする。ただし、

新営工事　・１００ｋＷ未満　　・１００ｋＷ以上５００ｋＷ未満　　・５００ｋＷ以上

施 工 方 法

特記事項のうち選択する事項は ・ の付いたものを適用する。

（１）

（２）

項目は番号に 　 印の付いたものを適用する。

（３）

 ・ の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。 ・ と ※ の付いた場合は共に適用する。

足 場

合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法に

４月24日）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適

設ける。（寸法等は下図による。建築工事、機械設備工事等と一括して表示する）

　　　※　工事表示板　　　　　　　　　　　　　　　　　・　お願い表示板

建　築　工　事　中 御通行中の皆様へ

1
,
20
0

1
,
60
0

900 1,200

　記入要領

　１．書体は角ゴシックとする。

　２．お願い表示板は平易な表現及び内容とし、

　　　監督員が指示するものとする。

表 示 板

12

13

　電気室、自家発電機室などの基礎及びピット（蓋を含む）

　機器付属の制御盤及び操作盤から機器までの配線

　機器用コントロールスイッチ(空調機、給湯器等)の取付及び配線

　テレビアンテナ

　天井点検口

　自立型制御盤の基礎

　機器類のコンクリート基礎

14

屋内・屋外設置

屋　上　設　置

アンカーボルト

基　　　　　礎

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※　自動開閉装置を取付ける防火戸の切込み、補強及びドアクローザ、フロアヒンジ

他　工　事　と　の　取　合　い

　軽量鉄骨壁のボックス取付用下地

　埋込分電盤・端子盤・プルボックスの仮枠及び埋込部分の

　補強

　ＯＡフロア・フリーアクセスフロアの切込み及び補強

　鉄骨造の開口及び補強

　コンクリ－ト壁、床、梁貫通部

　埋込形機器取付用の天井、壁の下地材・仕上げ材

　照明器具・幹線等の吊りボルト用インサート（くぎ処理共）

電気設備 機械設備 建　築

仮　　　　　枠

補　　　　　強

補　　　　　強

スリーブ・箱入

補　　　　　強

切　り　込　み

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

他 工 事 と の 取 合 い11

足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省 基発第0424001号平成21年

形 式

機器（ ・ 本工事　※ 別途工事 ）　　配管（ ※ 本工事　・ 別途工事 ）　　配線（ ・ 本工事　※ 別途工事 ）

・ 警報盤　　・ 表示操作盤　　・ 監視制御装置

（２）

現場説明書、質問回答書、特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の標準仕様等のうち、　印（１）

の付いたものによる。

（３）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築エ事はそれぞれの標準仕様書等及び監理指針を適用する。

区 分

工 事 写 真

完 成 写 真

カラーサービス判

分類・規格 撮 影 箇 所

監督職員の指示による

各工種工程毎

※ ２部　　・ 　　部カラーサービス判

部 数

・ 要　　・ 不要

・ 要　　・ 不要

提出した施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は発注者に移譲するものとする。

次の図書を工事の完成引渡し時に監督職員に提出する。

評価書の写しを監督職員に提出するものとする。

の証明となる資料の提出を省略することができる。ただし、標準仕様書に規定される製作図、試験成績書等は除く｡

使用する機材がⅢ.機材による場合は、標準仕様書第１編第１章第４節１．４．２(ｂ)の品質及び性能を有すること

※ １部　　・ 　　部

監督職員に提出して承諾を受ける。

これらと同等以上のものとする場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料をあらかじめ

なお、（一社）公共建築協会発行の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿」による場合は

部　数

１　部※　完成図原図

区　　　　分 名　　　　　　称

・ コンクリート製　　・ 鉄板製（ ・ 本工事　　・ 別途工事 ）

・ プロペラ形　　・　　　　　　　　　

・ 結晶シリコン　　・ 薄膜　　・　

医 療 関 係 設 備

テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

監 視 カ メ ラ 設 備

駐 車 場 管 制 設 備

防犯・入退室管理設備

自 動 火 災 報 知 設 備

自 動 閉 鎖 設 備

非 常 警 報 設 備

・ インターホン　　・ テレビインターホン　　・ ナースコール

・ カメラ　　・ ビデオモニタ　　・ タイムラプスＶＴＲ　　・ 配管のみ　　・ 配管及び配線

連動制御器（　　　回線　・ 単独　　・ 火報受信機と一体 ）　　　感知器（ ・ 共用　　・ 専用 ）

複合装置　　・ 一体形（ ※ 一般型　　・ 防雨型 ）　　・ 単独

車両検知方式　　・ 光線式　　・ ループコイル式

・ 受信機（ ・ Ｐ型　　・ Ｒ型 ）　　・ 副受信機　　・ 中継器　　・ 感知器　　・　

・ アンテナ（ ・ ＵＨＦ　　・ ＢＳ　　・ ＣＳ ）　　・ ＣＡＴＶ

ガス漏れ火災警報設備 受信機（　　　回線　・ 単独　　・ 火報受信機と一体　　・ ＬＰガス用　　・ 都市ガス用 ）

監督職員の指示による。下記のものを提出する。

※　完成図　２つ折製本
・　　部

※　保守用説明書

　　Ａ４版ファイル

※　保証書

※　官公署届出書類

※　主要機器図

※　試験成績書

※　保守に関する指導案内書

※　機器取扱説明書

※　主要機器一覧表

※　２部

・　　部

※　２部

・　　部

１　部

１　部

よる足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

構 内 配 電 線 路

構 内 通 信 線 路

テレビ電波障害防除設備

機 械 設 備 工 事

建 築 工 事

一般共通事項のうち （１，２，４，８，９，11，12，13，14，15，32） 項は、・　建築　・　機械設備　工事仕様書による。

本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用はすべて受注者の負担とする。工事用電力・水・その他

電子データの提出

完成図　　・　原紙　　※　ＣＡＤデータ　　※　ＰＤＦデータ

※　完成図　　　　　　※　完成図（縮小版）

・　施工図

・　完成図（縮小版）※　完成図書

※　２部

　　※　Ａ４版市販ファイル

　　・　Ａ４版黒表紙製本

・　原図ケース・製本図面の背表紙に「施設コード・部局名称」ラベルを貼り付ける。

 ・ 公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成３１年版）」（以下、「標準仕様書」という。）

 ・ 公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成３１年版）（以下、「改修標準仕様書」という。）

 ・ 公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（平成３１年版）（以下、「標準図」という。）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「電気設備工事監理指針（令和元年版）」（以下「監理指針」という。）を適用する。

　　ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。

　　撤去予定機器の微量ＰＣＢ分析　※ 無し　　・ 有り

特別管理産業廃棄物　※ 無し　　・ 有り　　　・本工事において調査を行う

引渡しを要するもの　※ 無し　　・ 有り（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（ ・ ＰＣＢ使用機器　　・　アスベスト含有設備資機材（　・　配線用遮断機　　・　　　　　　　））

光源　・ ＬＥＤ　　・蛍光灯　　　・白熱灯 　　　　　　   電源　・ 電池内蔵形　　・ 電源別置形

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「工事写真撮影ガイドブック電気設備工事編　平成30年版」によるほか、

(山根設計　山根貴志)

ikegutikimitosi
メインアリーナ



電気設備工事特記仕様書(2) 1:NS Ｅ－０２

ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＩＮＧ ＮＡＭＥ ＮＯＴＩＴＬＥＤＲＡＷＤＥＳＩＧＮＣＨＥＣＫ

保 木 本 設 計 保木本 啓一管理建築士有 限 会 社
一級建築士登録 第１３９２８７号

鳥取県知事登録第８８３号

一級建築士事務所
ＰＲＯＪＥＣＴ ＮＯ

ヤマタスポーツパーク県民体育館サブアリーナ屋根改修工事

ＥＡＥＤ

Ｅｔ

ＥＡｔ

ＥＬｔ

Ｅｏ

 ＥＤａ

ＥＡ

ＥＢ

ＥＣ

ＥＤ

ＥＬＨ

ＥＬＡ

ＥＡＥＣＥＤ

ＥＤｔ

　Ⅲ．機　材

本工事では環境配慮の観点から、原則としてＥＭケーブルを使用するものとする。

ＥＭ電線類で規格等の定めのないものはハロゲン及び鉛を含まない材料で構成されたものとする。

17

土 工 事

電 線 類

16 埋 め 戻 し 土　　　　　　　　　　※ 根切土の中の良質土　　・ 山砂の類（　　　　　）　　・ 真砂土（　　　　　）

建設発生土の処理　　・ 構外に搬出し適切に処埋　　※ 構内敷きならし　　・ 構内の指示する場所に堆積

通信ケーブルでＪＣＳ規格にない対数のケーブルはＪＣＳ規格に準じたものとする。

一

般

共

通

事

項

15 工 事 用 仮 設 物 構内につくることが　※ できる　　・ できない 増 幅 器１ 形式（ ・ 卓上形　　・ ラック形 ）　　　定格出力（　　　Ｗ）　　　性能（ ・ Ｈｉ形　　・ Ｌｏ形 ）

・ 増幅器の入出力配線と外部配管（壁ボックス等）の接続はコネクターによる。

設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

共 同 接 地

交 換 機 用

通 信 用

測 定 用

接 地 極

電話引込口の保安器用

通 信 用

Ａ 種

Ｂ 種

Ｃ 種

Ｄ 種

高 圧 避 雷 器

共 同 接 地

屋上、屋側の支持金物等

建築改修標準仕様書 ９章 環境配慮改修工事 １節 アスベスト含有建材の処理工事による。アスベスト含有建材の処理

外気に面する壁、スラブ等で打ちこみとなる位置ボックスは保温、結露防止処理を行う。結 露 防 止

処理を行うアスベスト含有建材の仕様等

処理を行う範囲仕 様 等建材の内容・箇所

・　洗浄設備（洗眼、うがいの設備）及び更衣設備等を設ける。

・　作業場の養生として、処理場所をプラスティックシート等で囲い、外部への粉じん飛散を防止する。

　　対象箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※　官公署その他への手続きは、建築改修標準仕様書によるほか、労働安全衛生法、大気汚染防止法、廃棄物の処理

　　及び清掃に関する法律、石綿障害予防規則、鳥取県石綿健康被害防止条例等の関係法令に基づいて必要な手続き

・　アスベスト粉じん濃度測定を行う。

　　（測定時期：　　　　　　　　　　測定場所：　　　　　　　　　　　　　測定点：　　　　　　　　　　）

　　分析方法はＪＩＳ Ａ １４８１「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による。

・　施工調査（分析によるアスベスト含有建材の調査）を行う。

　　を行う。

接地極の材料は次による。

 ・ ＥＰ－０．６×２

接地抵抗値

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

　　Ω以下

 １０Ω以下

１００Ω以下

　　Ω以下

１０Ω以下

　　Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

１００Ω以下

－

記　号

及び

接地の種類

㈱ 永 井 電 機 工 業 所 ㈲ 平 木 電 機 産 業

小 林 制 電 ㈲

勝 英 産 業 ㈱

㈱ 富 士 オ ー ト メ ー シ ョ ン

㈲ 増 岡 電 機 製 作 所

　　ただし、盤類は上記によるほか以下の製造業者とする。

　材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿」による。

　　工事に使用する機器及び材料は、図面に仕様等が明記してあるものを除き、原則として標準仕様書に規定するもの及び（社）公共建築協会発行の「建築

分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径などは監督職員の承諾を受けて変

更してもさしつかえない。

電 線 本 数 ・ 管 路 等18

盤内配線はＥＭ電線を使用する。ただし、製造者標準品と特記したものは除く。

ハーネスジョイントボックス用ＯＡタップのケーブルはハロゲン及び鉛を含まない材料とする。

露 出 配 管 の 塗 装 塗装する部分　　・ 居室、廊下等　　・ 機械室　　・ 屋外　　・ 

波付硬質合成樹脂管(FEP) 波付硬質合成樹脂管（ＦＥＰ）を使用する場合は不燃又は難燃性とする。

フラッシュプレ－トの材質 ・ 金属製（ステンレス、新金属も含む）　　・ 樹脂製

カバープレートの用途別表示 シ－ル等を貼付する。

地 中 箱 蓋の記号表示は鋳型流込み（鳥取県又は鳥取県章、及び用途を記入）とし、ハンドホール内のケーブル支持等はマン

ホールに準じて行う。

耐 震 施 工

次による。

１）設計用水平地震力

設計用標準水平震度

一般機器一般機器 重要機器重要機器

機　　　　　器

機　　　　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

水　　槽　　類

防振支持の機器

機　　　　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

地 下 及 び １ 階

設 置 場 所 機 器 種 別

２.０

１.５

１.０

１.５
１.０

０.６

１.０

１.５

１.０

１.５

２.０

１.５

０.６

０.４

０.６

１.０

０.６

１.０

１.５

１.０

注）上層階の定義は次による。

　２～６階建：最上階、７～９階建：上層２階、１０～１２階建：上層３階、１３階以上：上層４階

中 間 階

上層階注,屋上及び塔屋

２）設計用鉛直地震力

  　　　　　　・ 火災報知受信機　　・ 中央監視制御装置　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

機器の重量[ｋＮ]に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。なお、特記なき場合、設計用標準水平震度は、

・ 一般の施設・ 特定の施設

　重要機器 （ ・ 配電盤　　・ 非常用発電装置　　・ 交換機　　・ 直流電源装置　　・ ＵＰＳ装置

19

25

24

23

22

21

20

厚鋼電線管の溶融亜鉛メッキ メッキ付着量 ３００g/㎡以上とする。（ ※　屋外　　・　　　　　　）

26

27

28

29

雷 保 護 設 備 用

接　　　　地　　　　極

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×２連－２組

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×１

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×３連－１組

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×１

ＥＢ×１

ＥＢ×１

 ・ ＥＢ×　連－　組

（連結又は単独の場合、ＥＢはＤ＝１４　Ｌ＝１５００　または　Ｗ＝４０　Ｌ＝１２００とする）

（測定用の場合、ＥＢはＤ＝１０　Ｌ＝１５００　または　Ｗ＝３０　Ｌ＝１２００とする）

２
動　力
設　備

４

設　備
受変電

５
電力貯蔵
設 備

発

電

設

備

６

一

般

共

通

事

項

７

構

内

交

換

設

備

８

 

情
報
表
示
設
備

プ ロ ジ ェ ク タ１ 光出力（ ・ Ⅰ形　　・ Ⅱ形　　・ Ⅲ形 ）　　　解像度（ ・ Ａ形　　・ Ｂ形　　・ Ｃ形 ）

コントラスト比（ ・ Ｘ形　　・ Ｙ形 ）
９

映像音響
設 備

３
雷保護
設　備

既存のコンクリート床、壁などの配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッターによる。は つ り

工事の施工に伴い既存部分を汚染又は損傷した場合は、既成にならい補修する。補 修 な ど

はつり工事における非破壊検査

30

31

32

33

探査方法　　※電磁誘導式　　・　放射線透過検査　　・　

１ 機 器 ヘ の 接 続 ※ 電動機などヘの接続は本工事とする。　　・ 別途エ事

・ 構造体利用接地極　　・ Ａ型接地極　　・ Ｂ型接地極

大 地 抵 抗 率 の 測 定１ ・ 工事着手前に大地抵抗率を測定し、測定表及び接地極省略判定記録書を監督職員に提出する。

２ 外部雷保護設備接地システム

７５ｋＶＡ以上に取付。変 圧 器 移 動 車 輪

デ マ ン ド 監 視 装 置

１

２

３

・ 本工事　　・ 別途工事

盤 内 照 明 前・後に設置する。

１ 交 流 無 停 電 電 源 装 置 停電補償時間（　　　　　分）

方式（ ・ 常時インバータ給電方式　　・ ラインインタラクティブ方式　　・ 常時商用給電方式 ）
（ＵＰＳ）

風 力 発 電 装 置３

太 陽 光 発 電 装 置２

自 家 発 電 装 置

ディーゼル発電装置

ガスエンジン発電装置

ガスタービン発電装置

熱 併 給 発 電 装 置

１

燃 料 電 池 発 電 装 置

減圧水槽及び初期注水槽の材質（ ・ 鋼板製　　・ ステンレス鋼板製 ）

オイルタンク（ ・ 地下　　・ 屋内 ）

燃料小出槽（　　　　㍑）：返油ポンプのあるシステムでフロートスイッチの上限フロートは通過形接点とする。

　材質（ ・ 鋼板製　　・ ステンレス製 ）

燃料油等（ ・ 灯油　　・ 軽油　　・ 重油　　・ 燃料ガス（　　　　　））

排気系統配管断熱材の厚さ（　　　　ｍｍ）　　　ばい煙測定口（ ・ 設ける　　・ 設けない ）

保安装置（ 重故障項目特記 ・ 有　　・ 無 ）　　　外部用端子（ ・ 要　　・ 不要 ）

公称最大出力（　　　　ｋＷ）　　　耐風速（　　　ｍ／ｓ）

出力（　　　　ｋＷ）　　　配電盤外箱（ ・ 有　　・ 無 ）

排気ガスに含まれる窒素酸化物（　　　　以下）　　　運転音（　　　　ｄＢ以下）

パワーコンディショナ（　　　　相　　線式　　　　Ｖ）　　定格容量（ 　　　　ｋＷ）

　自立運転機能（ ・ 有　　・ 無 ）

系統連系（ ・ 高圧連系　　・ 高圧受電低圧みなし連系　　・ 低圧連系　　・ 無 ）

表示装置（ ・ 有　　・ 無 ）　　　方式（ ※ 液晶　　・　　　　　）

運転時間（　　　　ｈ）　　　系統連系（ ・ 高圧連系　　・ 高圧受電低圧みなし連系　　・ 低圧連系　　・ 無 ）

系統連系（ ・ 高圧連系　　・ 高圧受電低圧みなし連系　　・ 低圧連系　　・ 無 ）　　定格出力（　　　　ｋＷ）

１ 交 換 機

２

３

４

５

局線応答方式（ ・ 局線中継台方式　　・ 分散中継台方式　　・ ダイヤルイン方式

　　　　　　　 ・ ダイレクトインダイヤル方式　　・ ダイレクトインライン方式  ）

停電補償時間（　　　　分）

保 安 器 用 接 地

壁 付 電 話 機 と の 接 続

回 線 数

電 話 機

電 話 機 へ の 配 線

※ 本工事　　・ 別途工事

※ モジュラージャック　　・ 電話用プレート

内線　　／　　／　　回線　　　局線　　／　　／　　回線（現用／実装／容量）

・ 一般電話機　　　　台　　　・ 多機能電話機　　　　台　　　・ ファクシミリ　　　　台

・ デジタルコードレス電話機　　　　台　　　・ ＩＰ電話機　　　台

・ ボタン電話機（ ・ EM-BTIEE　0.4－2P　　・　             ）（ ※ １５ｍ　　・　　　　　）

・ 内線電話機　（ ・ EM-TIEF　0.65－2C　　・ TIVF 0.65－2C ）（ ※ １５ｍ　　・　　　　　）

・ 多機能電話機（ ・ EM-BTIEE  0.4－2P　　・ 　            ）（ ※ １５ｍ　　・　　　　　）

・ ＩＰ電話機　（ ・ EM-UTP  　0.5－4P　　・　　　　　　　 ）（ ※ １５ｍ　　・　　　　　）

卓上電話機１台につき次のものを見込む。６

マ ル チ サ イ ン 装 置

出 退 表 示 装 置

時 刻 表 示 装 置

１

２

３

イメージスキャナ（ ・ 設ける　　・ 設けない ）

制御装置（ ・ 壁掛形　　・ 埋込形　　・ 据置形 ）

親時計（ ・ 壁掛形　　　回線　　・ ラック形　　　回線 ）

太陽電池式屋外時計（ 点灯時間　　　　ｈ　　　点灯保証日数　　　　日 ）

呼出機能（ ・ 有　　・ 無 ）　　　方式（ ・ 発光ダイオード　　・ 液晶　　・ 　　　　 ）

　据付：機械設備工事標準図（ ・ 施工３０、３２（タンク室無し）　　・ 施工３１、３３（タンク室有り））

２

非 常 用 照 明 の 照 度 測 定

一 般 照 明 の 照 度 測 定

※ 設置した各部屋２箇所以上　　・　

測定結果を監督職員に提出する。（測定箇所等は、監督職員の指示による。）

照 明 制 御 の 照 度 測 定 等

員の指示による。

明るさセンサーによる照明制御を行う部屋は照度測定を行い測定表を監督職員に提出する。なお、測定箇所は監督職

　照度測定時期　　１００％点灯時（ ※ 夜間　　・ 昼間 ）

                  調光制御点灯時（ ※ 夜間　　※ 昼間 ）

３

４

　　ＬＥＤの光源色　　　　　　　　　　　　（ ※ 昼白色　　・ 電球色 ）

照 明 器 具１

１

電

灯

設

備

※ 対象工事鳥取県公共事業環境配慮指針

※ 対象工事

35

36

37

工事目的物及び工事材料等工事施工途中の事故に伴う損害を補てんするため火災保険等に加入する。火 災 保 険 等

34 室内空気中の化学物質の濃度測定 実施する。

※　県有施設の石綿除去等に係る施工業者の登録制度による登録業者を活用するものとする。

設備機器の固定は「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説」(平成８年版・建設大臣官房官庁営繕部監修)によるこ

ととし、施工は「建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人

建築研究所監修）による。

ステンレス製または鋼材に溶融亜鉛メッキを施したものとする。

あと施工アンカー

建 築 物 省 エ ネ 法

１）施工後確認試験　　※　行わない　　　・　行う

　　試験方法　　引張試験機による引張試験

　　確認強度　　対象機器ごとのアンカーボルト１本に作用する引抜き力以上

　　試験箇所数　１施工単位に対し１本以上

　　対象機器　　・　配電盤　　　・　発電装置　　　・　直流電源装置　　　・　太陽光発電装置

（保険の加入期限は、工事完成引渡しまで［概ね工期＋21日］とする。）

１）ＬＥＤの光源色は別図面に指定がある場合を除き下記による。

※水槽類には燃料小出槽を含む。

10

設　備
拡　声

　　　　　・　ＧＬ－６００以上（ ・　車路　　・　高圧配線　　・　幹線　　・　　　　　）

埋設深さ　※　ＧＬ－３００以上、舗装のある場合は路盤下－３００以上とする。１ 施 工 方 法

２ 地 中 箱 ハンドホール内のケーブル支持等は、マンホールに準じて行う。

・ 防煙ダンパー用（ ※ 電動復帰　　・ 手動復帰 ）

・ 防火シャッター用（ ※ 別途工事　　・ 本工事 ）

12

火
災
報
知
設
備 検知器（ ・ 天井取付形　　・ 壁取付形 ）

・ 防火戸用（ ※ ラッチ式　　・ 電磁式 ）

受信機（ ・　　型　　級　　回線（蓄積型）　　・ 複合形　　・ 単独形 ）

３

２

１

ガ ス 漏 れ 火 災 警 報 設 備

自 動 閉 鎖 設 備

自 動 火 災 報 知 設 備

支 援

１ 音 声 誘 導 装 置 検出方式（ ・ 磁気方式　　・ 無線方式　　・ 画像認識方式 ）11
誘　導

・ 閉鎖形（ ・ 軽耐塩形　　・ 重耐塩形 ）　　・ 地絡継電器付（ ※ 方向性　　・ 無方向性 ）３ 高 圧 負 荷 開 閉 器

図面に記載されていない事項は、すべて（一社）日本ＣＡＴＶ技術協会の「建造物によるテレビ受信障害調査要領」

埋設深さ　※　ＧＬ－３００以上、舗装のある場合は路盤下－３００以上とする。

　　　　　・　ＧＬ－６００以上（ ・　　　　　・　　　　　　）

・ デ―タ回線　　・ 電話　　・ ＣＡＴＶ　　・　３ 標 識 シ ー ト

２ 地 中 箱 ハンドホール内のケーブル支持等は、マンホールに準じて行う。

路
線
信
通
内
構
14 １ 施 工 方 法

高圧ケーブルの両端部にシースの縮み対策（熱伸縮テープによるシースずれ止め対策等）を行う。高 圧 ケ ー ブ ル の 端 末 部４

だし、ガーデンライトは除く。

照明用ポールには配線用遮断器（トリップ機能なし）又はカットアウトスイッチ（素通しヒューズ）を内蔵する。た照 明 用 ポ ー ル７

６

５ ・ 一般形　　・ 耐塩形

※ 高圧　　・ 低圧標 識 シ ー ト

高圧ケーブルの屋外端末処理

構
内
配
電
線
路

及び「建造物によるテレビ受信障害調査要領（地上デジタル放送）」の最新版により調査を行い、同協会の技術審査

受信する受信波及び地点数３

　　　中継局　　　波：　　　地点

　　　中継局　　　波：　　　地点

15

テ
レ
ビ
電
波
受
信
障
害
調
査

※ 事前　３部　　・ 中間　　部　　※ 事後　３部報 告 書 提 出 部 数４

２ ※ 事前　　・ 中間　　※ 事後 テレビ電波受信障害調査時期

１ 調 査 仕 様

１ 機 器 取 付 高

機器取付高は下記を標準とする。ただし、天井高３ｍ以上の場合及び機器の使用に支障がある場合は監督職員と協議する。

受信機・副受信機

発信機

べル

表示灯

ガス漏れ中継器

〃

天井下～上端

〃

天井下～中心

〃

〃

台上～中心

床上～中心

  200

  200

  300

  300

  300床上～上端

天井下～下端

  150

〃

コンセント（一般）

　　〃　　（和室）

　　〃　　（台上）

  300

  150

800～1,300

〃

〃

鏡上端～中心

2,100～2,300

2,000～2,500

  150

ブラケット（一般）

　　〃　　（踊場）

　　〃　　（鏡上）

　　〃　　（土間）

　　　　〃　　（車椅子用） 〃   900

天井下～上端

床上～中心

〃

  200

  300

  150

テ
レ
ビ
共
同
受
信

誘

導

支

援

800～1,500

床上～中心

名　　　　称

床上～下端

測　点名　　　称

1,300

取付高(ｍｍ)

1,800～2,200

測　点

地上～窓中心

〃

引込開閉器

スイッチ

取付高（ｍｍ）

1,800～2,000

1,500（上端1,900以下）

1,300

表示盤

壁付発信器

電源箱

床上～中心

〃

〃

〃

天井高×0.9

2,300

取引用計器

地上～中心

　〃　（多機能トイレ） 〃 1,100

べル、ブザー、チャイム

1,300受付押ボタン（一般）

  300

標準図による外部受付用インターホン(子機)

壁付インターホン(上記以外） 床上～中心 1,300

壁付押ボタン(多機能トイレ）   900

壁付押ボタン(多機能トイレ）

床 転 倒 時 用
〃   300

機器収容箱

　　〃　（和室）

床上～操作部

1,500

800～1,500

機器収容箱 800～1,500

床上～中心

検知器（都市ガス）

　　〃　（ＬＰガス）

床上～中心

〃

〃

床上～下端

天井下～上端

床上～中心

〃

床上～中心 1,500（上限1,900以下）

1,500（上端1,900以下）

1,500

1,300

  300

  200

  300

  150

〃

壁掛形制御盤

手元開閉器

操作スイッチ

端子盤

保安器箱

　　〃　　（和室）

壁掛形親時計

子時計 天井高×0.9

壁付アウトレット

壁付アッテネータ

壁掛形スピーカ

〃

床上～中心

1,300

天井高×0.9
拡
声

電
力
共
通

電　
　
　
　
　
　
　

灯

動　
　

力

構

内

交

換

電
気
時
計

ガ　

ス　

検　

知

火　

災　

報　

知

表　
　
　

示

２

そ　
　
　

の　
　
　

他

16

※ 別置制御装置までの制御ケーブルを付属する。

を受けるものとする。

エ事のため送電線及び配電線の近くで作業するときは、事前に中国電力に連絡し、事故防止に努めるものとする。

13 ・ 避雷器内蔵

分電盤・ＯＡ盤・実験盤

テレビ端子

(山根設計　山根貴志)

ikegutikimitosi
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避雷設備　屋上改修図 1:300 Ｅ－０３

ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＩＮＧ ＮＡＭＥ ＮＯＴＩＴＬＥＤＲＡＷＤＥＳＩＧＮＣＨＥＣＫ

保 木 本 設 計 保木本 啓一管理建築士有 限 会 社
一級建築士登録 第１３９２８７号

鳥取県知事登録第８８３号

一級建築士事務所
ＰＲＯＪＥＣＴ ＮＯ

ヤマタスポーツパーク県民体育館サブアリーナ屋根改修工事

DN
DN

屋上
屋上

デッキ

5,4005,4003,0003,000

5,
40
0

5,
40
0

3,
00
0

3,
00
0

7,
20
0

5,
40
0

Ｎ

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20

7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 6,300 6,300 6,300 6,300 6,300 6,300 6,300 6,300 6,300 6,300 6,300 6,300 6,300 6,300

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y12

28
,8
00

7,
20
0

7,
20
0

7,
20
0

7,
20
0

7,
20
0

5,
40
0

7,
20
0

7,
20
0

7,
20
0

7,
20
0

7,
20
0

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20

36,000 6,300 6,300 69,300 6,300

7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 6,300 6,300 6,300 6,300 6,300 6,300 6,300 6,300 6,300 6,300 6,300

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y12

Y1A

Y10A

4,
50
0

63
,0
00

2,
70
0

7,
20
0

2,
70
0

7,
20
0

7,
20
0

7,
20
0

7,
20
0

7,
20
0

7,
20
0

7,
20
0

7,
20
0

2,
70
0

4t
×

25

2.
0×

19

4t
×
254t

×
25

4t×25
2.0×

19

4t×25

4t
×

25

4t×
25

4t×
25

2.
0×

19

4t×
25

4t×
25

4t
×
25

4t×25

4t×25

4t
×

254t
×
25

4t
×
25

2.
0×

19

2.0×
19

2.
0×

19

2.0×13(PF22)

2.0×13(PF22) 2.0×13(PF22)

4t
×
25

2.
0×

19

2.
0×

19

4t
×
25

2.0×19 2.0×19

2.0×19 2.0×19

2.0×19

2.0×19

アルミ帯 4t×25

3,
00
0

3,
00
0

3,000

2.0×19 アルミ線 2.0×19

4t×25 アルミ帯 4t×25

2.0×13(PF22) 避雷導線 2.0×13(PF22)

特記なき配線は下記による。

支持間隔 @=600

鉄筋用接続端子

T型接続端子

鉄骨用接続端子

パイプ用接続端子

接続端子

水切り端子 参考姿図参照

参考姿図参照

参考姿図参照

参考姿図参照

既設のまま

既設のまま

凡　例

記　号 名　称 仕　様 備　考

取外し再取付

取外し再取付

取外し再取付

取外し再取付

１．図中、太線の避雷設備を取外し再取付とし、細線は既設のままとする。

２．図にない設備のうち、工事に支障のある機器及び配線は監督員と協議すること。

－　特記事項　－

県民体育館　屋根伏図　1：300

(山根設計　山根貴志)

接続端子水切端子

鉄骨用接続端子

鉄筋用接続端子

T型接続端子

パイプ用接続端子

棟上導体（パイプ利用）

@600

@600

@600

@6
00

パイプ用接続端子

棟上導体（既設パイプ利用）

水切端子
鉄骨用接続端子

T型接続端子

@600

@600

鉄骨用接続端子 鉄筋用接続端子

(取外し再取付)

(取外し再取付)

(取外し再取付)

(取外し再取付)
(取外し再取付)

(取外し再取付)

ikegutikimitosi
メインアリーナ



避雷設備　北側立面図、東側立面図 1:300 Ｅ－０４

ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＩＮＧ ＮＡＭＥ ＮＯＴＩＴＬＥＤＲＡＷＤＥＳＩＧＮＣＨＥＣＫ

保 木 本 設 計 保木本 啓一管理建築士有 限 会 社
一級建築士登録 第１３９２８７号

鳥取県知事登録第８８３号

一級建築士事務所
ＰＲＯＪＥＣＴ ＮＯ

ヤマタスポーツパーク県民体育館サブアリーナ屋根改修工事

Y 1Y 2Y 3Y 4Y 5Y 6Y 7Y 8Y 9Y10Y11Y12 Y1AY10A

X 1X 2X 3X 4X 5X 6X 7X 8X 9X10X11X12X13X14X15X16X17X18X19X20

GL

2FL

RFL

1FL

GL

2FL

RFL

1FL

GL

2FL

RFL

1FL

GL

2FL

RFL

1FL

4t×25

2.0×192.0×19

4t×25 4t×25

4t
×
25

4t
×
25

4t×25 4t×25

E5.5□×2 E5.5□

2.0×13
2.0×13E5.5□×2E5.5□ 2.0×13E5.5□×2E5.5□

2.0×13
E5.5□×2 E5.5□

2.0×13

2.0×19

4t×25 4t×25

棟上導体　アルミ帯 4t×25

棟上導体　アルミ帯 4t×25

棟上導体　アルミ帯 4t×25

2.0×19 アルミ線 2.0×19

4t×25 アルミ帯 4t×25

2.0×13(PF22) 避雷導線 2.0×13(PF22)

特記なき配線は下記による。

支持間隔 @=600

鉄筋用接続端子

T型接続端子

鉄骨用接続端子

パイプ用接続端子

接続端子

水切り端子 参考姿図参照

参考姿図参照

参考姿図参照

参考姿図参照

既設のまま

既設のまま

既設のまま避雷接地用端子函

既設のまま接地銅板

既設のまま接地棒

凡　例

記　号 名　称 仕　様 備　考

取外し再取付

取外し再取付

取外し再取付

取外し再取付

東側立面図　S=1:300

北側立面図　S=1:300

(山根設計　山根貴志)

@600

@600 @600

@600

@6
00

@6
00

P C PC PC P C

接地端子ボックス

鉄筋用接続端子

鉄筋用接続端子

鉄筋用接続端子

鉄筋用接続端子

鉄骨用接続端子

T型接続端子

水切端子
接続端子

T型接続端子

接続端子

接続端子

@600

パイプ用接続端子

棟上導体（パイプ利用）

アルミ線 2.0×19

鉄筋用接続端子

鉄骨用接続端子

アルミ線 2.0×19

接続端子

T型接続端子

パイプ用接続端子

棟上導体（既設パイプ利用）

PCP C

(取外し再取付)

(取外し再取付)

(取外し再取付)

(取外し再取付)

(取外し再取付)

(取外し再取付)

ikegutikimitosi
メインアリーナ


